
広報委員長会議次第 

 

                   開催日時 令和６年(2024年)12月２日(月) 

                        午後１時 30分から 

                   開催場所 市役所３階全員協議会室 

 

１ 開  会 

 

２ 市長挨拶 

 

３ 議  題 

（１）12 月の広報事項 

 ①電力地産地消プラットフォームについて  

                        （ゼロカーボン推進課）   

 

②ケアタウン推進に関する取組について  

                      （福祉政策課・高齢介護課） 

 

③「健やかな食のまち」の取組について  

                      （観光課） 

 

（２）市政への要望事項等 

   ①12 月の市政への要望事項等 

 

４ 閉  会 

 

 

 

 

 

 

 
 

≪ 資料データを市ホームページで公開しています ≫ 

「トップページ」⇒「小田原で暮らす」⇒「行政経営」 

⇒「広報・広聴」⇒「広報委員」⇒「広報委員長会議」 

 

 

 

 



 
 

電力地産地消プラットフォームについて 

～エネルギーを地域で自給するまちへ～ 

 

１ これまで 

小田原市内の太陽光パネルを載せた住宅、事業所などで発電して、使い切れずに余った電

気は、市外に供給されることも多くなっています。 

 しかし、その電気を輸送する電線には、そこに流せる電気の量に限りがあるため、市外の

供給先まで電線で流せなかった電気は、せっかく発電したとしても捨てざるを得なくなりま

す。 

 

２ これから 

そこで市では、市内の太陽光パネルでつくられた電気を、市内で循環させて無駄なく消費

する「電力地産地消プラットフォーム」の構築を進めています。 

このプラットフォームでは、市内の使い切れなかった電気を買い取り、市内で電気を必要

とする事業所などに供給するマッチングを行うことで、電力の地産地消を実現します。 

市内での電力の地産地消が進めば、市内で電気（太陽光由来の再生可能エネルギー）を作

る人と使う人が増えてエネルギー自給と脱炭素が進むだけでなく、市内での電力の売買が盛

んになり地域経済の活性化も期待できます。 

プラットフォームの構築・運営に向けて、令和６年９月 30 日に、本市と東京電力パワー

グリッド、東京電力ホールディングス、湘南電力の４者で協定を締結しており、令和７年度

中の運営開始を目指しています。 

 

 （プラットフォームのイメージ図） 
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ゼロカーボン推進課 
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803

904

199

149

令和６年度回答者数

令和３年度回答者数

紙での回答 Webでの回答

996

1,038

令和６年度回答者数

令和３年度回答者数

自治会経由での依頼 環境メールニュース

（総回答者数1,002）

（総回答者数1,053）

15
（1.4%）

(99.4%)

(98.6%)

(80.1%) (19.9%)

(85.8%) (14.2%)

回答者内訳

6
（0.6%）

趣 旨 ：脱炭素社会構築への取組や小田原市気候変動対策推進計画の評価・見直しを行う上での基礎資料とすること
を目的に、「地球温暖化」や「脱炭素」について市民がどのような認識を持っているか、また新たなライフ
スタイルへの関心や既に実施していることなどについて把握するため実施

期 間 ：令和６年７月４日〜８月１日

対 象 ：①市内在住の15歳以上の個人 ※自治会経由での依頼
②環境メールニュース受信者

方 法 ：紙またはWebアンケートフォーム

回答者数： 1,002名
①996名※（紙回答803名、 Web回答193名）
※依頼人数1,250名、解答率80%
② 6名（ Web回答6名）

活 用 ：小田原市気候変動対策推進計画の進捗評価及び来年度実施予定の同計画の見直しを行う上での
基礎資料として活用予定

地球温暖化等に関するアンケート 概要



設問１ ご自身について、当てはまる選択肢の番号に○をつけてください。

1-１ 年齢 1-2 お住まいの地区

1-3 お住まいの住居

0.7%

1.6%

6.6%

8.7%

14.6%

32.1%

30.6%

4.7%

0.2%

0.2%

1.5%

2.4%

6.1%

10.2%

16.0%

33.0%

25.8%

4.7%

0.2%

0.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代

90代

未回答

83.7%

2.1%

1.0%

11.5%

1.1%

0.6%

86.6%

1.5%

0.4%

10.3%

0.6%

0.7%

0.0% 20.0%40.0%60.0%80.0%100.0%

戸建（持ち家）

戸建（借家等）

長屋建

共同住宅（マンションやアパー

ト）

その他

未回答

共同住宅
（マンションやアパート）

3.0%

2.9%

3.0%

2.5%

2.3%

1.0%

2.3%

3.1%

2.3%

2.0%

3.1%

1.4%

6.4%

4.8%

7.5%

3.4%

10.7%

4.4%

2.1%

3.4%

4.4%

4.2%

2.8%

6.6%

2.4%

8.0%

0.2%

3.6%

2.3%

3.1%

3.1%

2.6%

1.5%

1.9%

2.2%

2.2%

2.8%

2.8%

1.4%

4.3%

5.7%

7.0%

5.0%

11.3%

5.0%

2.4%

1.9%

4.1%

3.3%

2.4%

6.8%

2.8%

8.1%

0.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0%

緑

新玉

万年

幸

十字

片浦

早川

大窪

山王網一色

足柄

芦子

二川

久野

東富水

富水

桜井

酒匂・小八幡

下府中

富士見

豊川

上府中

曽我

下曽我

国府津

前羽

橘北

未回答

地球温暖化等に関するアンケート 集計結果



設問２ 意味を知っている言葉はどれですか【複数回答可】

98%

73%

55%

52%

1%

98%

73%

46%

44%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地球温暖化

脱炭素化

カーボンニュートラル

すべて

未回答

55%

21%

9%

12%

2%

55%

23%

10%

10%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っていた

言葉は知っていたが、取組は知らなかった

言葉は知らなかったが、取組は知っていた

知らなかった

未回答

設問３ 電気・ガス・ガソリンなどのエネルギーを使うと、温室効果ガス※が発生し、気温が上がるなどの気候変動に
つながります。
気候変動の影響に対処することを「気候変動適応」といいますが気候変動適応という言葉やその影響を知って
いましたか。
※温室効果ガス…大気圏にあり、太陽の熱を地球に留める働きがあります。

地球温暖化等に関するアンケート 集計結果



設問４ 次の気候変動適応への取組のうち、現在実施しているものはありますか【複数回答可】

46%

40%

4%

50%

77%

28%

13%

24%

8%

3%

1%

46%

35%

4%

59%

66%

27%

9%

25%

8%

1%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 気候の変化に合うように品種改良された農作物や、多少の傷がついたり、いびつな形

の農作物、これまでの旬と違う鮮魚でも気にせず買う【農家や漁業者の支援】

２ 節水を心がけたり、雨水を利用したりして水を大切にする【雨水利用や節水などの水

資源の保全】

３ サンゴや高山の動植物などの保全活動

４ ハザードマップや避難行動マニュアルを確認し、避難のしかたや危険性を把握する

【ハザードマップなどを活用した水災害リスク及び避難経路などの事前確認】

５ 塩分・水分補給や、空調の適切な使用による熱中症対策

６ 蚊の育つ水たまりを作らないなど、デング熱等の蚊を媒介とする感染症の予防

７ 身近な動植物への気候変動影響の観察・情報共有

８ 気候変動影響や気候変動適応についての情報の入手

９ 特になし

その他

未回答

令和６年度回答 令和３年度回答

1 気候の変化に合うように品種改良された農作物や、多少の傷がついた
り、いびつな形の農作物、これまでの旬と違う鮮魚でも気にせず買
う【農家や漁業者の支援】

２ 節水を心がけたり、雨水を利用したりして水を大切にする【雨水利
用や節水などの水資源の保全】

３ サンゴや高山の動植物などの保全活動

４ ハザードマップや避難行動マニュアルを確認し、避難のしかたや危
険性を把握する【ハザードマップなどを活用した水災害リスク及び
避難経路などの事前確認】

５ 塩分・水分補給や、空調の適切な使用による熱中症対策

６ 蚊の育つ水たまりを作らないなど、デング熱等の蚊を媒介とする感
染症の予防

７ 身近な動植物への気候変動影響の観察・情報共有

８ 気候変動影響や気候変動適応についての情報の入手

９ 特になし

未回答未回答

10 その他

地球温暖化等に関するアンケート 集計結果



設問５ 日常生活において、快適かつ脱炭素になる行動を「ゼロカーボンアクション 30※」と呼んでいますが、 ①既に
実践している取組、②今後やりたい取組はどれですか。（①②どちらでもない場合は空欄のままにしてください。）
【複数回答可】
※2021年6月に取りまとめられた「地域脱炭素ロードマップ」では、衣食住・移動・買い物など日常生活におけ
る脱炭素行動と暮らしにおけるメリットを「ゼロカーボンアクション 30」として整理しています。

15%
13%

67%
66%

78%
81%

67%
73%

49%
49%

45%
29%

6%
8%

11%
12%

3%
4%

12%
13%

8%
9%

9%
11%

2%
3%

12%
13%

42%
47%

17%
21%

7%
6%

8%
9%

9%
9%

23%
24%

16%
19%

23%
24%

15%
17%

17%
16%

24%
21%

23%
21%

14%
11%

12%
9%

14%
12%

19%
18%

67%
66%

26%
28%

14%
11%

25%
18%

27%
27%

39%
53%

71%
69%

74%
70%

79%
80%

64%
66%

69%
69%

76%
78%

86%
88%

75%
75%

39%
35%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１ 再エネ電気の切り替え（電気の購入先を再エネ電力を扱う事業者に変更）

２ クールビズ、ウォームビズ【気候に合わせた服装と、適切な室温・給湯器温度設定】

３ 節電【不要なときはスイッチOFF】

４ 節水（残り湯を無駄にせず使う、水を出しっぱなしにしないなど）

５ 省エネ家電の導入【省エネ性能の高いエアコン・冷蔵庫・LED照明等の利用、買換え】

６ 宅配サービスをできるだけ一回で受け取る【宅配ボックスや置き配、日時指定の活用…

７ 消費エネルギーの見える化【スマートメーターの導入】

８ 太陽光パネルの設置（自家消費や屋根貸し事業）

９ ZEH（ゼッチ）【建て替え、新築時は、高断熱で、太陽光パネル付きのネット・ゼ…

10 省エネリフォーム、窓や壁等の断熱リフォーム【窓や壁等の断熱リフォーム】

11 蓄電池（車載の蓄電池）・省エネ給湯器の導入・設置

12 暮らしに木を取り入れる（薪ストーブや自宅の床や壁を木製にするなど）

13 分譲も賃貸も省エネ物件を選択【間取りと立地に加え、省エネ性能の高さで住まい選…

14 働き方の工夫【職住近接、テレワーク、オンライン会議、休日の分散、二地域居住・…

15 スマートムーブ【徒歩、自転車・公共交通機関で移動、エコドライブ（発進/急停車…

①すでに実践している取組 ②今後やりたい取組 ③どちらでもない／空欄

１ 再エネ電気の切り替え（電気の購入先を再エネ電力を扱う事業者に変更）

２ クールビズ、ウォームビズ【気候に合わせた服装と、適切な室温・給湯器
温度設定】

３ 節電【不要なときはスイッチOFF】

４ 節水（残り湯を無駄にせず使う、水を出しっぱなしにしないなど）

５ 省エネ家電の導入【省エネ性能の高いエアコン・冷蔵庫・LED照明等の
利用、買換え】

６ 宅配サービスをできるだけ一回で受け取る【宅配ボックスや置き配、日時
指定の活用等の利用】

７ 消費エネルギーの見える化【スマートメーターの導入】

８ 太陽光パネルの設置（自家消費や屋根貸し事業）

９ ZEH（ゼッチ）【建て替え、新築時は、高断熱で、太陽光パネル付きの
ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）】

10 省エネリフォーム、窓や壁等の断熱リフォーム【窓や壁等の断熱リフォーム】

11 蓄電池（車載の蓄電池）・省エネ給湯器の導入・設置

12 暮らしに木を取り入れる（薪ストーブや自宅の床や壁を木製にするなど）

13 分譲も賃貸も省エネ物件を選択【間取りと立地に加え、省エネ性能の高さ
で住まい選択】

14 働き方の工夫【職住近接、テレワーク、オンライン会議、休日の分散、
二地域居住・ ワーケーション】

15 スマートムーブ【徒歩、自転車・公共交通機関で移動、エコドライブ
（発進/急停車をしない等）の実施、カーシェアリングの活用】

令和6年度
令和3年度

令和6年度
令和3年度

令和6年度
令和3年度

令和6年度
令和3年度

令和6年度
令和3年度

令和6年度
令和3年度

令和6年度
令和3年度

令和6年度
令和3年度

令和6年度
令和3年度

令和6年度
令和3年度

令和6年度
令和3年度

令和6年度
令和3年度

令和6年度
令和3年度

令和6年度
令和3年度

令和6年度
令和3年度

地球温暖化等に関するアンケート 集計結果



6%
6%

65%
65%

51%
53%

40%
36%

13%
11%

71%
73%

41%
44%

16%
14%

67%
65%

52%
51%

12%
13%

79%
80%

10%
8%

4%
4%

27%
23%

29%
30%

14%
14%

17%
18%

18%
19%

21%
24%

12%
11%

17%
17%

22%
25%

10%
13%

13%
13%

16%
15%

7%
6%

31%
35%

25%
24%

21%
24%

65%
64%

21%
21%

32%
29%

42%
44%

66%
65%

17%
16%

43%
39%

63%
61%

22%
22%

36%
36%

72%
73%

14%
14%

59%
58%

71%
72%

52%
53%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16 ゼロカーボン・ドライブ【再エネ・ゼロカーボン燃料とEV（電気自動車）/FCV（燃…

17 食事を食べ残さない【適量サイズの注文ができるお店やメニューを選ぶ、それでも…

18 食材の買い物や保存等での食品ロス削減の工夫【食べ切れる量を買う、工夫して保…

19 旬の食材、地元の食材でつくった菜食を取り入れた健康な食生活【食材のトレーサ…

20 自宅でコンポスト【生ごみをコンポスターや処理器を使って堆肥化】】

21 今持っている服を長く大切に着る【適切なケアをする、洗濯表示を確認して扱う】

22 長く着られる服をじっくり選ぶ【先のことを考えて買う】

23 環境に配慮した服を選ぶ【作られ方を確認して買う、リサイクル・リユース素材を…

24 マイバッグ、マイボトル、マイ箸、マイストロー等を使う

25 修理や補修をする【長く大切に使う】

26 フリマ・シェアリング【フリマやシェアリング、サブスクリプション等のサービス…

27 ごみの分別処理【「分ければ資源」を実践する適正な分別、使用済製品・容器包装…

28 脱炭素型の製品・サービス【環境配慮のマークが付いた商品、カーボンオフセッ…

29 個人のESG（環境Environment、社会Social、ガバナンスGovernance）投資【ゼロカー…

30 植林やごみ拾い等の活動【団体・個人による地球温暖化対策行動や地域の環境活動…

①すでに実践している取組 ②今後やりたい取組 ③どちらでもない／空欄

16 ゼロカーボン・ドライブ【再エネ・ゼロカーボン燃料とEV（電気
自動車）/FCV（燃料電池車）/PHEV（プラグインハイブリッド車）】

17 食事を食べ残さない【適量サイズの注文ができるお店やニューを
選ぶ、それでも食べ残してしまった場合は持ち帰るmottECO）】

18 食材の買い物や保存等での食品ロス削減の工夫【食べ切れる量を買う、
工夫して保存し、食べられるものを捨てない、余剰食品はフードドライブの
活用等によりフードバンク等に寄附する】

19 旬の食材、地元の食材でつくった菜食を取り入れた健康な食生活【食材の
トレーサビリティ表示を意識した買い物】

20 自宅でコンポスト【生ごみをコンポスターや処理器を使って堆肥化】】

21 今持っている服を長く大切に着る【適切なケアをする、洗濯表示を確認
して扱う】

22 長く着られる服をじっくり選ぶ【先のことを考えて買う】

23 環境に配慮した服を選ぶ【作られ方を確認して買う、リサイクル・
リユース素材を使った服を選ぶ】

24 マイバッグ、マイボトル、マイ箸、マイストロー等を使う

25 修理や補修をする【長く大切に使う】

26 フリマ・シェアリング【フリマやシェアリング、サブスクリプション等の
サービスを活用する】

27 ごみの分別処理【「分ければ資源」を実践する適正な分別、使用済製品・
容器包装の回収協力】

28 脱炭素型の製品・サービス【環境配慮のマークが付いた商品、カーボン
オフセット・カーボンフットプリント表示商品の選択】

29 個人のESG（環境Environment、社会Social、ガバナンスGovernance）
投資【ゼロカーボン宣言・RE100宣言など地球温暖化への対策に取り組む
企業の応援】

30 植林やごみ拾い等の活動【団体・個人による地球温暖化対策行動や地域の
環境活動への参加・協力】

令和6年度
令和3年度

令和6年度
令和3年度

令和6年度
令和3年度

令和6年度
令和3年度

令和6年度
令和3年度

令和6年度
令和3年度

令和6年度
令和3年度

令和6年度
令和3年度

令和6年度
令和3年度

令和6年度
令和3年度

令和6年度
令和3年度

令和6年度
令和3年度

令和6年度
令和3年度

令和6年度
令和3年度

令和6年度
令和3年度

地球温暖化等に関するアンケート 集計結果



55%

9%

21%

8%

7%

5%

7%

7%

9%

5%

23%

2%

55%

10%

24%

9%

7%

6%

10%

7%

11%

8%

29%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ごみ拾い

耕作放棄地の再生

農作物などの栽培や収穫

間伐などの森林整備

竹林の整備

わな猟などの獣害対策

野鳥の観察

田んぼの再生

河川の生き物観察

田んぼの生き物調査

特にない

その他

令和6年度回答 令和3年度回答

設問６ 市内には様々な環境に関する活動を行っている団体がありますが、その活動に「参加したことがある」または
「参加してみたい」ものはどれですか。【複数回答可】

1 ごみ拾い

２ 耕作放棄地の再生

３ 農作物などの栽培や収穫

６ わな猟などの獣害対策

４ 間代などの森林整備

５ 竹林の整備

７ 野鳥の観察

８ 田んぼの再生

９ 河川の生き物観察

10 田んぼの生き物調査

11 特にない

12 その他

地球温暖化等に関するアンケート 集計結果
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ケアタウン推進に関する取組について 

 

本市では、市民一人ひとりがともに支え合い、助け合いながら、安心して暮らせるまち「ケアタウ

ン」の実現に向け、平成 22年から、市民・事業者・行政が一体となって取り組んできました。 

近年、地域における担い手不足が課題となる中、「ケアタウン構想」の補強と再整備による、支え

合う地域社会の更なる充実を図るため、このたび、民間事業者との連携により、新たな担い手の発掘

や見守り体制の確保等を目的に協定を締結しました。 

 

１「ケアタウン推進に関する包括連携協定」 

（１）締結日 

令和６年 11月 19日(火) 

（２）協定者 

   小田原市、(株)中村屋、(社福)小田原福祉会、ＭＩＫＡＷＡＹＡ２１(株) 

（３）内容 

「まごころサポート」事業を全国で展開するＭＩＫＡＷＡＹＡ２１(株)と連携することで、地 

域における新たな担い手の発掘や人材育成、また国等の制度の隙間を埋めるサービスの提供な 

ど、４者が協働して地域の課題解決を図ることを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「まごころサポート」とは 

日常生活で、なかなか人には頼めないことでも、地域住民による有償ボランティアがサポーターと

なりお手伝いするしくみ。 

「電球を交換したい」「ビンのふたが開かない」「お米を買いたいけど重くて持てない」「スマート

フォンの使い方がわからない」など、「ちょっと困った」をサポートする。 

 

 

連携 

派遣 

サポート 

まごころサポート 

広報委員長会議資料２ 
令和６年(2024年)12月２日 

福祉政策課（まごころサポート） 
０４６５－３３－１３３０ 
高齢介護課（スケッター） 
０４６５－３３－１８７５ 



2 

 

２「介護人材の有償ボランティアマッチングサービスの活用に係る連携協定」 

（１）締結日 

令和６年 11月 12日(火) 

（２）協定者 

   小田原市、(株)プラスロボ 

（３）内容 

介護施設等における人手不足の解消等を図ることを主な目的として、「スケッター」を全国で

展開する(株)プラスロボと連携して、インターネットを活用したマッチングサービスの活用を

図る。 

 

 

 

「スケッター」とは 

レクリエーション、清掃・配膳・下膳、傾聴等、介護の専門的スキルや資格を要しない「お

手伝い」に参加したい市民の方々と、そうした人材を希望する介護施設とをインターネットを

活用してマッチングするサービス。 

市は、事業者連絡会などを通じた介護施設等への事業説明やホームページ等の媒体を通じて市

民に広く周知することでサービスの活用を図る。 

 

 

 



 

 

「健やかな食のまち」の取組について 

 

１ 概要 

    「健やかな食のまち」は、子どもたちをはじめとする市民の食生活の充実を図る

とともに、小田原ならではの食や食文化を観光客へ発信して地域経済の活性化を図

っていくものである。 

 

２ 健やかな食のまち小田原推進協議会について 

  (1) 設置日    令和６年（2024年）10月 11日 

(2) 構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 推進プログラムの策定について 

    参考資料１のとおり 

会長

副会長

監事

会員

小田原市 経済部長 遠藤  孝枝

小田原市
農林業振興
担当部長

青木　一実

小田原市漁業協同組合 組合長 高橋　征人

小田原食品衛生協会 会長 古川　孝昭

小田原市商店街連合会 会長 丸田  茂晴

かながわ西湘農業協同組合 組合長 天野  信一

小田原箱根商工会議所 会頭 鈴木　悌介

小田原市観光協会 会長 外郎　藤右衛門

団体名 役職 氏名

小田原短期大学 学長 上野　奈初美

広報委員長会議資料３ 
令和６年(2024年)12月２日 

観光課 
０４６５－３３－１５２１ 



「健やかな食のまち小田原」推進プログラム

令和６年(2024年)10月
健やかな食のまち小田原推進協議会

~「誰もが笑顔で暮らせる、愛すべきふるさと小田原」を目指して~

参考資料１



「健やかな食のまち小田原」推進プログラムについて

１

私たちの愛すべきふるさと・小田原には、森里川海オールインワンの多彩な自然環境をはじめ、長い歴史を経て築かれた産

業や文化など、他都市にはない多様な地域資源がコンパクトに、そして一体的に存在しています。

その中で培われた小田原ならではの食や食文化は、大変素晴らしく誇れるもので、これを市民が享受することが大切です。

また、市民が日常的に食する地域食材や生活文化に根差した食にこそ、来訪者は魅力を感じます。

この視点に立ち、市民にとって身近な地産地消や健康、安全、旬などに注目し、市民や子どもたちの命を見据えた「健やか

な食のまち」を進めていきます。そして、取組を進めることで、より一層、市民の食生活が向上することに加え、一次産業を

はじめとした食にまつわる地域内事業者の育成や観光客の増加などにつなげ、まちの活性化を図るものです。

本プログラムは、「健やかな食のまち」を進めるに当たって、様々な関係団体が取り組むべき指針とするものです。計画期間

については、今後策定される「第７次小田原市総合計画」に基づくものとしますが、ここでは令和６年度から令和10年度

までの５年間における取組を示すこととします。

また、「健やかな食のまち」の推進に当たっては、「市民の食生活の充実」「食によるまちの活性化」の施策ごとに取組を定

めて実施します。

市民をはじめ地域内事業者や観光客等へ、小田原ならではの食や食文化をしっかりと発信し取組を進めることで、「誰

もが笑顔で暮らせる、愛すべきふるさと小田原」を目指していきます。

●

●

●

●

●

●

① 「健やかな食のまち小
田原」推進プログラム
について

② 具体な取組

➤施策１
市民の食生活の充実

➤施策２
食によるまちの活性化

③ 施策体系

④ 今後の推進体制



具体な取組 【施策１ 市民の食生活の充実】

施策１ 市民の食生活の充実

●地産地消の推進

市民が有機農産物や高鮮度の魚などの地元の農林水産物を知り・触れる機会を拡充するため、生産者等と連携して食

にまつわる体験イベントを実施するなど、地産地消を推進します。

① 「健やかな食のまち小
田原」推進プログラム
について

② 具体な取組

➤施策１
市民の食生活の充実

➤施策２
食によるまちの活性化

③ 施策体系

④ 今後の推進体制

２

市民の参画と協働により、小田原の食や食文化を守り育てながら、市民の日常の食生活の充実を図ります。

●食育の推進

市内大学をはじめとする関係機関や民間事業者と連携して、学校給食や子ども食堂等へ旬の地元食材を使用した料

理等の提供や学校農園を行うなど、食育の推進を図ります。

●食文化の継承

市内外の料理人や料理研究家と連携して料理教室を開催するほか、生産者と触れ合う機会を設けて、地元食材を美

味しく食べる調理方法等を学び、日常の食生活に彩を持たせることで、食文化の継承を図り、シビックプライドの醸成につ

なげていきます。

●フードロスの削減（市民向け）

食を通じた持続可能なまちを進めるため、フードロスの削減等に関する市民の意識啓発を図ります。



具体な取組 【施策１ 市民の食生活の充実】

３

① 「健やかな食のまち小
田原」推進プログラム
について

② 具体な取組

➤施策１
市民の食生活の充実

➤施策２
食によるまちの活性化

③ 施策体系

④ 今後の推進体制

個別の取組

地産地消の推進

学校給食や子ども食堂

等への食材提供

市内大学等との連携

料理教室の実施

食に関する体験イベン

トの実施

オーガニック食材の普

及・啓発

フードロスの削減（市

民向け）

13年度

(2031)

14年度

(2032)

6年度

(2024)

7年度

(2025)

8年度

(2026)

9年度

(2027)

10年度

(2028)

11年度

(2029)

12年度

(2030)

定期的に開催

学校給食や子ども食堂等へ小田原の食材を提供

定期的に開催

意識の啓発

連携事業の実施関係団体等調整

定期的に開催

関係団体等調整

関係団体等調整

関係団体等調整

意識の啓発



具体な取組 【施策２ 食によるまちの活性化】

① 「健やかな食のまち小
田原」推進プログラム
について

② 具体な取組

➤施策１
市民の食生活の充実

➤施策２
食によるまちの活性化

③ 施策体系

④ 今後の推進体制

４

施策２ 食によるまちの活性化

地域食材や生活文化に根差した食の普及に努めることで、地域内事業者を育成して、一次産業、二次産業、三次産業

の振興を図り、まちの活性化につなげていきます。

●フードビジネスプラットフォームの構築

飲食店のさらなる技術の向上と生産者とのネットワーク構築を目的に、料理人の得意技を生かした料理を開発するなど、

飲食店同士が技術を磨き合う場を提供するほか、生産者と飲食店をつなぐ場を創出します。

●フードビジネススタートアップ支援

食に関する事業等の展開を図るため、新規参入や起業・創業を考えている方に対し、創業に当たってのノウハウなどの学

びの場を提供し事業者の育成を図るとともに、経営力のアップを支援するほか、小田原での飲食ビジネスを進めやすいよう

に、本格的な開店に向け、空き店舗等を利活用してテスト店舗の開店を促すなど、飲食店のスタートアップを支援します。

●農林水産物の高付加価値化

農林畜産物と水産物のコラボレーションや、生産者や民間事業者等との連携など様々な分野の掛け合わせにより、一次

産業、二次産業、三次産業が潤う仕組みを構築します。また、小田原の食材を活用した商品を開発しブランド化を進め

るとともに、小田原産の農林水産物には、分かりやすい統一的な表示をするなど、地元産食材をＰＲし、消費者の購買

力を促進します。

●フードロスの削減（事業者向け）と資源循環の仕組みの構築

食を通じた持続可能なまちを進めるため、フードロス削減の観点から、飲食店に対しドギーバックやテイクアウトの導入を推

奨するほか、飲食店や加工業者から出る食物残渣を堆肥化して地元農家に供給し、そこで作られた農産物を使用する

など、資源循環の仕組みを構築します。

●早川地域の魅力向上

エリアブランディング構想及び水産市場再整備と連携し、食による早川地域の魅力向上を図ります。



具体な取組 【施策２ 食によるまちの活性化】

５

個別の取組

フードビジネスプラット

フォームの構築

創業塾の開講

空き店舗等の利活用

農水産物の高付加価

値化

フードロスの削減（事

業者向け）

資源循環の仕組みの

構築

早川地域の魅力向上

13年度

(2031)

14年度

(2032)

6年度

(2024)

7年度

(2025)

8年度

(2026)

9年度

(2027)

12年度

(2030)

10年度

(2028)

11年度

(2029)

関係団体等調整

関係団体等調整

事業者等との検討・調整・販売、小田原産食材の表示の統一化

関係団体等調整
飲食店の技術アップに向けた取組を実施

フードロス削減に向けた取組を実施

資源循環に向けた取組を実施

生産者とのネットワークづくりに向けた取組を実施

関係団体等調整 創業塾の開講

空き店舗等を利活用した店舗の開店関係団体等調整
テスト店舗

の開店

関係団体等調整

エリアブランディング構想・水産市場再整備との連携

① 「健やかな食のまち小
田原」推進プログラム
について

② 具体な取組

➤施策１
市民の食生活の充実

➤施策２
食によるまちの活性化

③ 施策体系

④ 今後の推進体制



施策体系

６

事業者 生産者 行政

地産地消の推進 ● ● ●
学校給食や子ども食堂等への食材提供 ○ ●
市内大学等との連携 ● ●
料理教室の実施 ● ○ ●
食に関する体験イベントの実施 ○ ● ●
オーガニック食材の普及・啓発 ○ ● ●
フードロスの削減（市民向け） ●
フードビジネスプラットフォームの構築 ● ● ○
フードビジネススタートアップ支援 ● ○ ○
農水産物の高付加価値化 ● ● ●
フードロスの削減（事業者向け） ● ●
資源循環の仕組みの構築 ● ● ○
早川地域の魅力向上 ● ○ ●

                                                                 ステークホルダー

施策・個別の取組

実施者

② 食によるまちの活性化

① 市民の食生活の充実

① 「健やかな食のまち小
田原」推進プログラム
について

② 具体な取組

➤施策１
市民の食生活の充実

➤施策２
食によるまちの活性化

③ 施策体系

④ 今後の推進体制

【役割分担】 ●：実施 ○：連携

本事業は、オール小田原で進めていきますが、各取組をともに担っていく主な実施主体と連携する対象者について以下に

示します。（印がない実施者を排除するものではありません。）

●



今後の推進体制

７

① 「健やかな食のまち小
田原」推進プログラム
について

② 具体な取組

➤施策１
市民の食生活の充実

➤施策２
食によるまちの活性化

③ 施策体系

④ 今後の推進体制

令和６年度～令和10年度 令和11年度～

健やかな食のまち小田原
推進協議会

ワーキンググループ

事務局：小田原市経済部観光課

推進体制について調査・研究

公民連携組織

【推進体制のイメージ】

健やかな食のまち小田原推進事業は、学識経験者や地域経済団体等で構成する「健やかな食のまち小田原推進協議

会」（事務局：小田原市経済部観光課）を中心に、事業を展開するとともに、関係団体等が集まったワーキンググルー

プを立ち上げ、各取組を着実に実施していきます。

さらに持続可能な事業展開を図るために、必要な推進体制についても調査・研究を行い、令和11年度（2029年度）

からは、取組ごとに主体となる関係者を中心に事業を行うことをベースに、推進体制についても検討していきます。

●

●


